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               審   査   の   要   旨 
 
 本論文は、トレニアにおける装飾的な花形の形成機構とその誘導技術に関するもので、
１）副花冠ならびに花弁周縁の鋸歯の誘導に必要な、花芽におけるサイトカイニンシグナ
ルの分布パターンを明らかにし、２）花器官ホメオティック遺伝子による副花冠の形の制
御機構を明らかにし、３）遺伝子組換えによる副花冠ならびに花弁周縁の鋸歯の誘導技術
開発の可能性を示したもので、いずれも初めての成果・知見である。特筆すべきは、これ
まで報告のなかった、花芽内のサイトカイニンシグナルの分布と花形、特に副花冠発生と
の関係を明らかにし、その知見に基づいて、遺伝子組換えによる花形の改変に成功したこ
とである。これらは、園芸学、植物生理学、分子生物学を効果的に融合した学際的成果で
ある。本研究の成果は、これまで偶発的な変異に依存することの多かった、観賞性の高い
花形の育種において、計画的かつ効率的な手法を提案した意味でも高く評価できる。 
 平成２５年９月２５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文
の審査及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応
答を行った。その結果、審査委員全員によって合格と判断された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
